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六甲山唐櫃 木こり合宿について

木こり合宿の意義について

1．里山支援活動は、多くの場所で実施されている。ただ、土地の歴史や所有を意識することは少

ない。

2．唐櫃の森林は、古くから入会の山として六甲山上まで利用されており、大正時代からは、植林

された山も多い。現在も土地所有者が明確であり、地域で山を守ってこられた方との交流により、

地域の要望に合わせた作業を行うこともできる。

3．唐櫃のムラで守ってきた山の話などを聞くこともできる。

4．里山作業だけではなく、六甲山に関わる多様な方が参加している。

○下唐櫃林産農協、同まちづくり協議会、六甲山専門学校、神戸市で役割分担して実施

○これまでの実施状況

1．2018年度 11月23日－24日

2．2019年度 10月20日－21日 参加者はいずれも20名程度（一部は一日だけ参加）

3．合宿場所としては、下唐櫃林産農協の組合会館を利用する。

4．参加者 六甲山専門学校参加者への呼びかけ、下唐櫃でフィールドワークを行う兵庫県 立大

学学生なども参加

5．作業内容 人工林の間伐及び間伐材を活用した道づくり

集落周辺での植物観察 組合の方からの指導・見本

道づくり ミーティング

下唐櫃まちづくり協議会・六甲山専門学校


